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は　じ　め　に

　E体の園土の90数％は，本来森林で被われていた。人閥が多層群落の森林を伐り開き，焼き払

って，より便利で機能的な生1舌環境をつくろうと努力した結果が，数1000年の時聞をかけて今Elの

都市，産業立地，各種の交通施設の建設成果となっている。かつて，火森林で被われていた時代

の人類の願望は自分たちの生活の場に新しい産業，交通機関を導入し，あらゆる人開の願望が充

足できるような便利な生活，都市生活を望んできた。

　新しい現代の技術や文明は，すでに局地的，一．・時的には，かつて多くの人たちが夢兇たあらゆる

人間の夢が実現できるほど発達した．反諭，人間の共存者として長い閥共春：してきた郷土の森や，

人間も含めた地球上のあらゆる生物集団の生存の基盤としての白然環境は急速に二化，失われて

きている。したがって，人間が，健康的な肉体と豊かな知性・感性をもって，その土地i司霧の文化

を発展させるためには，単なる従来の自然と対決し，邪魔ものは皆殺しする方式の開発だけでは

問題が残る。鉄，セメント，各種石油化学製贔を使っての新魔業立地や交通施設，新都市の建設

に際しては，積極的な人腿の共存者であるミ生きている構築材料（Lebendiger　Baustoff）ミを

1司時にイ吏いきる英矢［1と実行力が望まれる。

　とくに，長い聞それぞれの土地の自然環境の枠内で生活し，固蒋の文化，伝統，｛柵舌形態をも

っている地域の住民が生活している町や集落のまわりや申に瓢しい産業立地，交通施設を建設し

ようとする際には，人間も含めた生物社会の’1三役であり，生態系の生産者の立場にある緑の構築

材料によるミ生きているフィルター．（livillg　filter）の形成がのぞまれる。

　「1本撫i有鉄道吋ユ央本線の新線が岡谷市内の一門・1三沢地区で集落内を通過する。輸送施設とし

て必要な新線建設に際しては，単に1瞼送効果の向上だけでは不十分である．鉄道沿線沿いの市民

の健全な生活環境を保llll三し，新しい交通施設と無理の少ない共存をはかるための二本的な皿．．っの

方法として，生態学的沿線環境保全林の形成が計ll！ilされている。

　単に一時的な美化運動，遊び場などとしての便桐な利用施設や形式的な修景だけでは不．．卜分で

ある。先見姓をもった，時間と共によりよい佐民の生存環境を形成し，生きている緑のフィルタ

ー（green　filter）を通して蔚了しい交通輸送施設と住民の豊かで安定した生活が探証され，共存で

きるような環境保全林の形成が必要である。

　その上地の潜在自然植生が顕在化した，本物の環境保全林の形成1こは，生態学的，植物社会学

的な十分な調査，研究が前提となる。すなわち，現地調査を中心に葦｝建存植生および，潜在自然植

生の科学的な把握を行う。同時に多様で安定した生物祉会の秩序に沿った環境．傑全林の形成に際

しては，十分な生態学的な現地調盃結果を～墨礎に表土の保全，復冗，樹種の選択，さらに苗のえら

び方，植え方なども決めることが重要である．



　本報は，橋原・三沢地区の生態学的環境保全林形成のための初年度（1978年度）の調査結果

（宮脇，佐々木，木村1979）を基礎に，さらに現地調査資料を加え検討された。環境保金林の基

本を適確におさえながら，その形成法の計画，実施法について，より具体的に考察されている。

　さらに第3年度は実施計画に沿って，アフタケアも含めて，より個別的な調査が望まれる。現

地における継続的な植生調査を繰り返しながら，その研究成果を基礎に鉄道線路沿いの境界環境保

全林の着実な形成，発展が期待される。
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1．　岡谷市周辺の社寺林調査

　橋原，三沢地区の潜在自然地生の把握と，この地方に自生，あるいは樋栽された樹種の生育状

況の把握の為に，岡谷市周辺の社寺林の調査が行われた。

1．調　査　方　法

　植生調査はBr〔Bl．1928，1951，1564の植物社会学的研究法によっておこなった。すなわち，

調査地域内に生育する樹木と草本植物を各階層別にリストを作製し，次に個々の植物の生育被度

についてのみ，量的測定をおこなった。

2．調　査　結　果

　岡谷市周辺の植生調査は，11ヶ所の社寺林についておこなわれた（Tab．1参照）。この11ケ所

の社寺林は，概して植栽木が多く，とくにスギ，ヒノキ，サワラなどの常緑針菓樹類が多い。自

生本と考えられる高木類では，ケヤキがもっとも多く，次いでエゾエノキ，イヌシデ，コブシ，

コナラ，オオモミジ，カスミザクラ，ミズキ，クリ，アサダ，オニイタヤ，カツラなどの夏緑広

葉樹類やモミ，ツガ，アカマツなどの針葉樹類も認められた。

　範高木層や低木層の生育樹木類は，ウワミズザクラ，ヤマグワ，サンショウ，コマユミ，ヤマ

ブキ，タンナサワフタギ，ダンコウバイ，エゴノキ，ツリバナ，ムラサキシキブ，ニワトコなど

多くの夏緑広葉樹類の生育が認められた。これら社寺林の多くは，林床を下草刈りしており，草

本層はこれら人為的影響下にハエドクソウ，ノブキ，ミズヒキ，ヤブタデ，ミツバ，イノコズチ，

タニタデ，コチヂミザサなどのヨモギクラスの構成種群が多く生育している。岡谷市内の社寺林

に生育している，とくに樹木類の種類構成から判断すると，ブナクラス域の下限にあたる夏緑広

葉樹林を潜在自然植生とする地域であると判定される。具体的には，ブナクラス域の中でも，夏

季の高温乾燥と冬黍は低温下の乾燥する気候域に発達するとされる暖帯夏緑広葉樹林域にあた

る。麺生学的にはクリーコナラ群集，アブラチャンーケヤキ群集，あるいはオオモミジーケヤキ

群集が尾根から谷部にかけて発達する地域ということができる。この具体的な潜在自然植生の配

分は，諏訪神社，上社の社叢林において現存植生としてみることができる。
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1［．　鉄道周辺環境保全のための生態学的立場からの提案

　かって，文明開化のシンボル的存在であった鉄道線路の建設に際して，最近では沿線住民から

様々な要求が出されている。その主なものは，騒音などに代表されるいわゆる公害問題である。

　新線建設などに際しては，防音壁の設置などの技術的瞬策が施されている。しかし，個々の対

症療法的な都分的対策だけでは十分でない。新しい時代の交通施設の建設に際しては，積極的に

地域住民の持続的な生存環境，緑豊かな生活環境の創造が強く望まれる。

　とくに長野県橋原，三沢地鼠のように住宅内を新しい鉄道線路が通過するような立地では，す

でに計画・実施されているように新鉄道線路と民家の閥をできるだけ離す。さらに可能なかぎり

の努力によって得られた貴璽な空閥を一時的な住民の優利で経済的な施設，たとえば遊び場，駐

車場などの安易な利用にのみ使わない。むしろ将来立体的な境界環境保金林が形成されて，地域

住民と新しい山送施設とが緑のフィルターを通して共存できるような境界環境保金林の積極的な

形成が必要である。

　それぞれの立地の潜在能力に応じた環境保全林の形成は，現地混生調査結果を基礎とした生態

学的処方にしたがって行わないかぎり成功しない。緑豊かな郷土の自然環境，人聞の持続的な生

存環境を創造するばかりでなく，火事，地震などの災害に対しては逃げ場所，逃げ道としての多

様な機能を果たす環境保金林が鉄道線路沿いに幅広く形成されることが望まれる。

　同時に発生源対策を十分行う。それでも残った騒音その他に対しても防音，吸音の多様な機能

を果たす環境保全林の形成桝il！｛物生態学的，植物祉会学的にも提案されるら

1．鉄道環境保全林形成の意義

　かって我が燗の鉄道線路の建設にi心しては，鉄道防雪林などのミ生きている構築材料ミを積極

的に使った総合的な輸送施設の建設が行われてきた。第二次大戦後は，鉄材，セメント，各種石

油化学製晶などの非生物的な新しい建設材の大量不lj用が1∬能になった。また個々の公害や環境問

題に対しても個別の対策が，一・懸的な速効性をもつ’ているために我が凶では好んで用いられた。

その結果，人間の持続的な生存環境としての，多様で安定した全体的な環境の把握すなわちtαal

systemとしての時間と空聞の両lrllからの総合的な把握が不十分になる危険性が高まっている．

一一…禔C｝ヨ本人の新しい集落，町づくり，施設づくりに際して，必ず騰敷林，社寺林に象徴される

ような郷土種による郷土の森を形成してきたつところが，技術的には非生物的材料｝こよる個別対

策的な手法で，一一・時的な鰐応ができるようになったために，つい生きている人気の総合的，持続

的な生物的な環境保全に対する配慮や考察が欠けてきている。

　最近の新しい住宅，都市，交通，産業施設づくりに際しても，持続的な人間の生存環境として
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の，時間と共により多様な保全機能を果す生存環境，豊かな知性，感性を育み，維持してゆくた

めの生活環境の創造に対しての配慮がト分でない。

　もっとも新しい鉄道建設技術と日本の伝統的な，そして現代の総合生命科亡，診　　生態学eco・

10gy　．一が科学的にも支持する潜二在自然無生を差i本とした，　郷上種による郷土の森づくりとの

調和を，いかに進めるかが，これからの新しい輸送施設，産業立地建設の基本となる。

　橋原，三沢地区の国鉄中央本線新線沿いの鉄道境界環境保全林の形成に際しては，技術的な配

慮と同時に生態学的な現地調査結果を基礎とした地域住民の持続的な生石，生活環境を保証する

ための環境保全林が形成される。新しい時代に対応した一見平凡で，実は，もっとも適確な総合

的な環境創造の生きた実例が橋源・三沢地区に形成されることを強く期待したい。

2，　鉄道環境保全林の形成

　緑地を造り，育成するためには，その縁地の巨1的によってどのような緑地を形成するかがまず

論ぜられる必要がある。緑地には，美観を主とした，いわゆる従来おこなわれてきた造園的な手

法による緑地と，今H必要’性がさけばれている環境保全を目的とした緑地効果に電点をおいた多

層群落の形成による1幾能的緑地とに大別される。

　ここ野原・1：：：1三沢地区の鉄道環境保全林は，むしろ後者の環境の創造，維持を棊本とした機能的

緑地に．亜点がおれるべきである。

　1）緑地　効果
　今日みられる多くの緑地の形態，構造をみると，芝生のような単層緑地から，樵込み，単木，

並木，そして樹林型と様々な緑地がある。しかし，環境保金緑地という観点からみると，緑地は単

層緑地より，多層緑地，単側よりも樹林型の約凹地が｝il：的にも，質的にもより緑地斜脚が高いことが

知られている（Fig．2参照）、、

　　　Tab．2．植物群落の構造と環境保金の機能的効果度

　　　　　　　Gesellschaftsstru1｛turelumd　Wirkしlngsgrad　ftlr　Umwehsicherungs…

　　　　　　　fし11ユ】くti（）1ユ

　　　　　　緑萢の穰能酌効栗疫…一．．『群ゴ…落構造
　　　Wirkung量9型」璽r　G引綱：E1璽⑳．L…＿＿＿＿＿～塑墾1§c亘aftss！rukt篁r

　　　　　　　　　　V　　　　　　　　四層以上の群落階層の高木ホ木
　　　　　　　　　　　　　　　　　iVi…d・・meh・shi・hi・H・・h剛d・・

　　　　　　　　　　w　　　　il：潔購瀦醜ゆ∫iii高木林
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Preischichtige　Subhochw溢lder

　　　　　　　　　　Hl　　　　　　　．二繍角落階層の低木林
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Zweischlchtig。　Buschw議lder

　　　　　　　　　　皿　　　　　　　　こ：二層群落階層のll：ず1茶華本嫡物群落

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Zweischichtige　Hoch3tauden

　　　　　　　　　　I　　　　　　　旨一…層群落の低茎草本植物群落
　　　　　　　　　　　　　　　　　　窺nschictige　niedrige　wiesenartige　Gesellschaften
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緑地の機能的効果度

Wirkungsgrad　llach
GeseUschaftsrukturen

　　．賄客構造
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▽ 4　schichtig
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皿

皿

3　schichtig
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【俄高イく林

2　schlchtig

Buschwald
こ二：フ膏群落

植木林

1

2　schichtig

Hochstau（玉en

＝層群落

鮒．雀1∵・：イ諸糾勿群落

1　schichtig

rasenart蓋9

w群山
隠．茎草イく殖物｛｝鴇落

環境保全：緑地効果

Wirkung　fUr
Umweltschutz

Fig，2。群落構造断面模式と環境保全緑地効果

　　　　　Schematische　Gesellschaftsstruktur　und　Wirku互1g　f猷Urnweltsicher照g
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Flg　3，幹線道路からの騒自しゃ断の〔的で形威された機能的緑地の一例（東京擁5

　　　内の中学校）
　　　Belspiei　elnes　Larmschutzwaldes　zwlschen　del　Autostra建e　und
　　　del　Mlttelschule　ln　Tokyo．
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　緑地の効果としては，人間の心をなごませる様々な情操面の効果もあるが，環境保全の機能的

効果だけでみても，騒音の吸収，空気の浄化，水質の浄化，防災効果など多様で総合的な働きが

あげられる。さらに災害防止，災害時の逃げ場所として，またその土地の住民が長い問共存して

きた郷土種による郷土の森は，様々な人為的影響による環境変化に対する生命集団サイドからの

生きた警報装遣としてなどの作用も行う。これら緑地の環境保全に対する機能的効果は，緑地の

階層構成，鐙的配分，緑の厚さに比例する。したがって緑地の構造，端的には緑地の群落階層構

造から緑地の機能的効梁をTab。2のように分級することができる。

　以上の緑地の機能的効果度を医i示したのがTab．2．　Fig．2．である．

　2）緑　地　形　態

　機能的緑地という観点からみても，環境保全林は，機能的効果度のもっとも高い森林の形態構

造をとることが望まれる。しかし，もともと犀1土の狭い我か鷹1においては，緑地として利用でき

るスペースの問題から離れることはできない。

　しかし植生学的には，緑地の樹林形態は，緑地幅数溺で，最抵限の撰林形態を形戒することは

十分可能である。緑地としての爾積幅が最少面積しか確保できない場合には，樹林形態の最小型

であるピラミッド型（Fig，2．一a）が，やや幅員のとれる時には逆U字型（Fig．2．一b），緑地

1血1積幅に余裕がある場含には，ピラミッド型の側辺を平行移動した台形型（Fig．2．一。）の緑地

形態が望まれる。

　このように緑地として利用できる謝積によって，環境保全林の樹林形態を変化させることによ

って対応することが焔心である。

ρ
、

／

！

　　　ノ

a．　ピラミット型　　　　　b．逆U字型
　Pyramide下orm　　　　　　Umgekehr主e　U－Forrn

Fig．4．緑地完成時の緑地形態

。．　台　形　型

　Trapez－Form

Formen　der　gut　entwickelten　zuk由1ftigen　G雌nanlage

3）緑地の構造

前項で述べられた緑地の形態は，基本的には自然の樹林の形態をできるだけ忠実にとり入れた

ものといえる。しかし，樹林の形態だけの模倣では多様な生命集団の健金な生育環境の確保には
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　ン
’．へ

．ノ

さ

．モ
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：

●

W M 一S一

徳

笏

一S一 M W M 一S一

S
W　　森材く望洋『落

　　　｝飛地生二不こ二本こ，

M　マント群落
好陽生低木植物

S　　ソ　デ群落
　　　女子「場生三凝：：本ホ直馨勿

Fig．5，森林群落（緑地主部）に対するマント群落とソデ群落の配置

　　　　　Verteilungsschema　de1層Manteレund　Saumgesellschaft　am　Wald，

一M一一W一一M－　　S一一
Waldgesellschaft

草本穂物　　Schattenertragende　Baume　u。　Krauter

MantelgeseUschaft

　　　Sonneliebende－u。　Halbschatten　lielbende　Pflanzen

Saumgesellschaft

　　　Sonne　oder　Halbsonne　ertragende　Krautpflanzen
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／灘

讐驚籔

犠

鍵舞

　　　。論塞

翻嘔

Fig．6，狭い場所に低木のマント鮮落と耳巨高木類を維み合わせ，ピラミッド状に形

　　　　　成された緑地の例（來京都iプヨ，霞ケ関）

　　　　　Elltlang　des　FuBwegs　durch　Kombinatio1ユvon　Str琶uchern　und　Baumen

　　　　　als　schmale　streifenartig　gebildete　Gr丘nanlage（Kasurnigaseki　ill　Tokyo）．

　・㌔鼠一・

Fig。7．

　　　　　譲．

　　　　欝鷹、

　　　羅

綿　　麟畿
v．瓢’

　　　　　　　　編議

Dichte　GrUnanlage

u．a，

闘

乱詮

低木のマン聴講を備えた緑の／啓｝の馴・緑地の綱（埼玉県内の者肺公園）

　　　　　　　　　　　　　der　Mantelgesellschaft　vo1ユ乃αめσブ妙。疵。α

　　　（StadレPark　in　der　Prafektur　Saitama）・
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不十分である。樹林形態に合わせて，さらに質的にも自然林に近ずける。すなわち，植栽される

樹林の種類の選択も，その土地本来の樹種である潜在自然植生の構成種群を基礎に決められなけ

ればならない。本来森林は，林内に外部からの強い直射日光や風などが直接図入することを嫌う，

一つの閉鎖社会でもある。すなわち高木類の樹木が生育する樹林の林床には高木類の他に，うす

暗い森林で生育する陰樹類が生育する。樹林の両サイドには，園内に直射日光や，風が直接入る

ことを防ぎ，機能的に樹林の保護の役割を果たすマント群落およびソデ群落が発達している。マ

ント群落は陽携の低木植物で構成され，ソデ群落は陽生または半陽性の草本植物によって構成さ

れる群落である。環境保全緑地の形態でも，これらのマント群落，ソデ群落を備えた安定した形

態を基本単位としなければならない。前項の緑地形態（Fig．4）はこれらマント群落，ソデ群落

を備えた緑地の基本単位から導かれたものである。

　構林の外縁にマント群落とソデ群落の併用共存的な形成は，緑地の昇華が狭ければ狭いほど必

要になってくる。

　Fig．5には，緑地の老要部である森林群落に対するマント群落とソデ群落の配置を示したも

のである。新しい時代の緑地の本体である森林群落q’1抜きの樹11多）の面積の滅少にともなって，

マント群落，ソデ群落（黒の斜線の椎｝形）の相対的な面積と量：が増大している。

　4）生育環境の改善

　植生の復元，積極的な潜在自然植生を下下とした緑の環境創造には，生きている植物の嵐接の

生育基盤である土壌の改善に留意する必要がある。すなわち，植物の生育する土壌作りが必要で

ある。ここでいう土壌とは，生きている植物にとって不誓欠な養分と酸素の十分含まれ，土壌微

生物群の充満した有機土壌である。有機土壌は，岩石が風化して生じた無機質の土壌思材に，長

い時間をかけて，落栗や動物の遺体を無数の土壌動物，微生物によって分解，まぜあわされて形

成された黒色から茶褐色の表層土（母土壌Mutterboden）である。最近の大規模な土木＝1二事に際

しては，ブルドーザなどの大型造成機械によって微生物の充満している表層が擬乱され，無機の

ヨニ壌愚材がむき出しである場合が多い。今日の各地の都市，産業立地などにおける穂樹や緑地帯

形成の失敗例の原因も，この表層上，生きている有機土壌の喪失と，土壌条件の改善が不十分であ

ることに基因していることが多い。とくに冬の気候条件がきびしいといえる橋療・三沢地区を含

む中，北E体のブナクラス域では，白然の土壌の形成作用が緩慢であるといえる。苗木や植栽樹種

にとって抵抗力のもっとも弱い時期である植栽初期においては，土壌条件の改善は必要欠くべか

らざる条件ともなってくる。一般に，土壌微生物の充満した黒色の有機土壌は，日本の森林植生

下においては地表からの最大の厚さは30c醒にすぎない。地域によってはさらに少ない場合がある。

　しかし，ここ下原，三沢地区においては，畑作地跡が多いことや，古くからの農耕地子であっ

たことから，自然の森林二｛二壌とはやや性格を異にするものの，古代のミ埋没土壌ミをも含めて，

黒色の有機土壌が比較的大量に存在する。したがって，環境保全林の形成予定地にマウンド状に

土塁をきずいてこの有機土壌を保全し，表層に復元して環境保全林の生育環境の基礎作りとする



1ヱ

ことが十分可能である。

Fig．8．地すべり地帯でもある橋旅，二面地区では砂礫層と黒色二1二壌1曹が互層にな

　　　っている場所も多い。
　　　Ein　Bodenprofil　des　Bezirks　Hashihara・Misawa．　Kiesige　Sandb6den
　　　und　lehmige　Schwarzerden　sind　abwechselnd　gescl、ichtet．

騨，

幽鰐灘

　灘鱗ぐ
鰻籍灘

欝鐸慧滋

Fig，9．古代の農耕地跡では1～2規の厚さで黒色の埋没」二壌が分布している。

　　　Wo　eine　1～2規machtige　Schicht　von　alten　Ackerbode！1　unter
　　　dem　heute　bearbeiten　Boden　liegt．
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　5）植栽樹種の選定

　環境保全林の形成に際して重要な問題の一つに，植栽樹種の選定がある。

　緑地が個人の庭園や小公園などの小規模緑地であり，美観を主とする緑地の場含には，個人や

為政者などの好みや目新しさ，その他の観点から植栽樹種が選定されても火きな問題はないだろ

う。事実，そのように今日までおこなわれてきたといえる。

　しかし，緑地が公共的であり，また新しい時代に対応した環境保金緑地の形成を要求される場

合には，機能的効果度の高い，永続的に，健全に生育する郷土の森が形成されることが望まれる。

　自然における植物の分布は，気候的条件，土地的条件などによりきわめて多様多種な植物と群

落が発達している。Kl本国内だけで，生育する高等植物の種類数は6，000種類ともいわれている。

これらの多数の植物が，微妙な環境のちがいに対応して，たがいに競争しながらも，時間的，空

間的に生活の場をすみわけて生育しているのである。したがって，個々の地域における緑地形成

に際しては，多様な植物種群の共同体である植生の，生育環境，生活様式を正しく知り，もっと

も適切な植栽樹種を選定する必要がある。具体的には，その土地の気候，土壌条件などや，残存

する自然植生の種類によって判定されたミ潜在自然植生。の把握をおこない，その潜在自然植生

の構成種群の中から植栽樹種が．選定されなければならない。

　ここ橋原・三三沢地区においては，塩嶺高輪周辺の植生調査資率斗（宮脇，奥田，佐々木，弦牧，

箕輪1978）や，広域的には長野県の潜在自然植生図1，II（宮脇昭編著，長野県植生図作製言l／ll査

団1977，1978），長野県の現存植生図（同！979）および今回おこなわれた岡谷市周辺の祉寺林調

査の結果（宮脇，佐々木他1979，1980）が参考にされる。すなわち，橋原・三三三沢地区は，潜在自

然植生をオオモミジーケヤキ群集，あるいはその貧袖型であるアブラチャンーケヤキ群集とし，一

部にクリーコナラ群集を混じえると判定される。岡谷市の1三沢・橋原地区における潜在自然植生

は，夏緑広葉樹類による森林植生である。植栽適種としては潜在自然植生の構成種である夏緑広

葉樹類（Tab。3参照）が中心となる。しかし，本地域で問題になるのは冬季の環境保金林が落葉

することによって緑地効果を減退する状態になることである。したがって，ここ三沢，島原地区

における具体的な樹種選定に際しても，潜在自然植生の構成種群としてあげられている中から，

営営針葉樹類であるモミ，ツガ，カヤをはじめ，常緑広葉樹の低木植物であるアセど，ソヨゴ，

イヌツゲ，マサキなどの常緑植物蛇崩を，植栽の室木である夏緑広葉樹類と組み合わせて利用す

ることが望まれる（Tab．3，4参照）。
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Tab．3，橋原，三沢地区における植栽適性種（高木類）

　　　　　　　Liste　der　geeigneten　Arten　fUr　die　Umweltschutz－Hochwaldzonen

　　　　　　　entlang　der　l／euen£isenbalmlinien　des　Bezirks董｛ashihara・Misawa

　　　　　　　（ca　760　mNN）。

ケ

カ

ミ

．オ

オ

イ、

ヤ

カ

ノ＼

コ

モ

ツ

ピ

サ

ス

コ

ク

ヤ

ナ

カ

ア

ケ

　　　　ヤ　　　　キ

ラコギカエデ
ツデ　カ　エ　デ

オ　モ　　ミ　ジ

ニ　イ　タ　ヤ

ウチワカエデ
　　　　　　　へ　　　　　　　　　し　ウ
　マ　　　　　　　気

ノレ

マ

ナ

ス　ミ

　　ワ

　ン

モ

ツ

フ

．ノ

ワ
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ナ

ボ

カ

ザ

　　フ

ボ

ウ

マ

ク

ナ

ン

ラ

レ

シ

ミ

ガ

キ

ラ

ギ

ラ

リ

シ

ド

ラ

キ

シ

1

1

i

Zθ1んozノα　sθγπτ’α

ノ1cθ1’α∫42♂46ノ～sθ

ノ1c6ア。げs5脈）1’殉η

．4卿’加特認吻2var．僻70θ朋〃z

・4‘0γηZ伽ovar．㈱6ゴ9κ潔〃～

／1Cθアブαρ0π∫6κη7

．40θγ加1脚’雄πvar．脚融〃～κ照8

0976ゴ4Jjウ勿〃多〃ノ～ノ8ρ0ノ露α〃ノ～

働フ2～4εノ妙。競α

賜α9π01如　々0δZ4S

／1δ」θ3∫〃ノ3～α

鴛κ8召3～6δ0～δ〃

Cぬση～σθのンρσガ30δ’κ58

C乃αノηαθ（ツραアjsρ≠5㌍1’α

Cりψ≠0η～θガαノαρ01πCα

c～4θア。κ5　sθη’αごα

C々s∫ζ〃36α　cγθπα’α

Coγ7π4s　々。κsα

SOアδ〃3　60〃．Z〃πκ∫α

ノ）7κπκ5　〃θアθo診4π4α

蜘々031πσ　刀2yノゼσ7πぬθ

1／b〃θ1．～～α　4κJcゴs

Tab．4．　1喬群〔，　際認尺圭也臣ζにおける耀〔誹幾」趨餐ヒ不重　（藍亘1密∫ン1く，　・無ン1：く炎頁）

　　　　　　　Liste　der　geeigneten　Arten　fUr　die　．Umweltscl｝utz－Niedwald－und

　　　　　　　Strauchzone難des　Bez11’ks　Hashihara・Misawa（ca　760　mNN），

／臣高木類　　Niedrigere　Baumarten

ヒ

ヒ

サ

イ

ア

ソ

マ

イ
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ヌ

ノ

ワ
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セ

ヨ

サ

ツ
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ノく
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イ
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Cんαη忽θ（ツραガSOδ’湿Sα
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Tακκ5cκ5ρ’4α’α

Pぎθア∫Sノαρ0邦ノ6α
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低木類　Strauch－Arten

ドウダンツツジ
サ　　　ツ　　　キ

レンゲツ　ツ　ジ

ミツバツツジ
イ　　　チ　　　イ

ア　　　セ　　　ビ

イ　　ヌ　　ツ　　ゲ

ヤ　　マ　　ブ　　キ

サ　ワ　フ　タ　ギ

バイカウツギ
カ　　マ　　ツ　　カ

ヤマアジサイ

Eπ々忽漉加6sカθ7κzα々6∫

Rん0406θπ4ノ’0／ZカZ漉α‘1π

Rん040虚ノ～〃0πブαρω～ゴαρπ

R乃040dgπ470734／1α∫α’～〃η

7’α蜘6sα‘31ウ渉4認α

Pfθγおゴαρ0短。α

ノ♂θκoノ・の～α如

Kθγ1’」αブαρo溺α7

Sアノアψ10cos　c勧～θノzs’s　var，　Zθ～κooω・加f．ρゴ10sα

Pん〃πdθゆ加‘5sσ’sκノ｝2’

2＝）0κ〆’1毎ごZθα　びμ1036z　var．　」αθ0’5

疑y〃ω～yθα規αCγ0ρ幼，‘如vaLαC～．‘η癖～α孟α

　また，橋原，三沢地区の環境保金1選くの為の植栽適性奉君の選竃には，岡谷市周辺で，

樋栽されて，生育している樹種（Tab．4参照）をも考察の参考にされた。

実際鋸地に

Tab．4．岡谷市周辺にみられる梗栽樹種

　　　　Gepflallzte　Baumartell　in　der　Stadt　O1（aya

常緑針葉樹　Immergr赴me　Nadelholzarten

　　　イチイ，ヒメコマツ，カヤ，アカマツ，サワラ，ヒムロ，ドイツトウヒ，ニッコウヒ

　　　バ，カイズカイブキ

群参約と広鱗葦：闇闇　ImmergrUne　LaUbhOlzarte裏ユ

　　　ソヨゴ，ヤマダルマ，マサキ，アオキ，イヌツゲ，サツキ，カラタチ，ナンテン，ク

　　　サツゲ

．夏緑広：葉樹，金．．卜葉樹　Sommergr廿ne　Laubholzarten，　Nadelholzarte11

　　　ヤマモミジ，イ常温モミジ，ウメ，モクレン，ケヤキ，シダレザクラ，コハウチワ．カ

　　　エデ，クリ，シナノガキ，ネムノキ，カシワ，クマノミズキ，エゾエノキ，シラカノ㍉

　　　キササゲ，エンジュ，サルスベリ，ツツジ類，ムクゲ，ユキヤナギ，レンギョウ，ユ

　　　スラウメ，ハナズオウ，ヤマブキ，ヤマグワ，ライラック，エニシダ

6）植栽方法

　植栽の時期は，植物の生獲活動期である7月目り以前におこなわれることが望まれる。遅くと

も春から初夏までに終える必要がある。

　植栽樹の苗木の大きさは，前圃の報告（宮脇，佐々本，木村1979）で提示されたように，活

着率の高いポット蘭による菌木植栽が望まれる。

　しかし，苗本樋：栽法には，短期的に，とくに植栽初期に緑地効果が小さい状態がっつく。した

がって，幼苗による三沢，国原地区における鉄道線路沿い境界環境保全林には必要に応じて植栽

時の美観と緑地効果の高い樹葛2～3月半上の高本と活着率の葛い将来さらに高木に生長する繭

木を混植したミ混植型。（Fig，10参照）とミ苗木植栽型。の併用も考慮される。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15

　棊本的にはミ莇木植栽型ミによる確実な環境．保全林の形成が中心にならなければならない。植

栽時には，前報告（！979）で提示されたように，有機土壌を表属に盛ったマウンド上に，敷ワラに

よるマルチングをおこない，苗木をできるだけ（1”32／1．5～2本）密ll直させることが望まれる。

ノ：戎嘱くll直ヌ糞フ∫鑓随　　　　　　　　　　　　江譲：直〃ノ∫エ隻　　　　　　　　　　梶：1オく率直鐸炎ノ∫攣亡

Pflanzung　mit　hohen　　　　　Gemischte－Pflanzしlng
Baumen　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　jURgen　Baume11

　　　　　　　Vegetation　　　　　　　　　　　　　　tiellen貸at茸rlichen

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Veget2tioa

Stadt一！ryP　者「～71了盤i乏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　〒曽

者15了1了F勺糸栄士也

小　公

椎瞬黄1蔚案嚢ノ」、

f負r　ldeine　Fl義Che1ユ

　　　　Fig，10．緑地の種類と構栽方式の関係

　　　　　　　　　　　GrUnflachen－Typen　und　Pflanzしmgssystem．

Pfanzung　mit　hochwachsellden

マント群落の種
ArteH　der　Mantelge・
sellschaften

＞orstadt　u．　landlicher　TyP　交1．≦タト2型

　　　　　　　　　　　大形公lll11，自然公騰

　　　　　　　　　　　　　　　　　柾朝釦了〔1狸1ブく

　　　　　　　　　　　f賛rg：ro？e　FlacheD



　○合6合○∩（急60Cl
　　　　　　　　　　　％9（含

植栽時Zustand　nach　der　Pflanzun9

㌧

　　）

○動◎

1＼

　　　　　　　完成像　Entwickelter　Zustalxl

Fig，11．

　Schematische　｛）arste11しmg　des　Umweltschutzwaldes　dem　Prinzilり，

　1しmge　hochwachse1〕de　Baume　dicht　zu　pflanzen，
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。幽慕

鰹盤

・縫轟

瀞．

撰i三遷

灘

覆

騨
難

臨

麟麟

Flg。12　ゴド；本と成本の混1直乃式による頻栽の一一例（宇和み論証）

　　Belsplel　ful　dle　Pfla1ユzung　von　Umweltschutzwaldem．　Gro8e　Baume　und

　　Junge　Baume　gemiもcht　gepflanzt（GymLmaslurn　UwaJlma　ln　Shlkoku）

Fig　13　1Yl本植栽ノ∫エLによる娘栽の一例（宇和島高校）

　　Belsplel　fur　dle　Pflanzしmg　von　Umweltschutzwaldeln　mlt　hochwachsen－

　　den　Jungpflanzen　dlcht　gepflanzt（Gymunaslum　Uwajlma　in　Shlkoku）
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Flg　14　　曲不とノ戎本の混1曲力式による　・例（損浜1ト1立ノぐ学：鍋内）

　　Belsplel　f田die　gemlschte　Pflanzungswelse　elnes　Urnweltsclultzwal

　　des（UIlivelsltatsgelande　del　Staatl　Unlv　Yokoyama）

Flg！5　繭本植栽ゐ式の一例（「男ミ南立みつわ台小学校）

　　Belsplel　ful　elne　chchte　PflanzuDg　jungel　Baurne　（Volksschuie－

　　gelande　m　del　Stadt　Chlba）



エ9

難繊

、懸．、

懲儀勲

Fig．16．タブノキ，カシ類を主としたll百木生産髄陽
　　　Baumschule　ftir　stal領dortgema8e　Baulnarten　z．　B，　Pθ7sαオ乃κ12∂oプgガノ，

　　　Qκ870κs溺ツプ訂ηα6．ズoJ～αaus　Samen　aufgezogel／werden・

騨

i鵜．懲、

盤

Fig．17．植栽用に運搬されてきたホット苗
　　　Die　zu　verwelldelユden　Geh61ze　waren　in　T6fen　ausgesat　und　spater

　　　ztir　Pflanzung　von　Umweltschutzwaldern　verwendet
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お　わ　り　に

　21世紀は生命の時代といえる。現在までの技術的，物質的，経済的な願望や努力に対して，す

べての市民が健全な肉体と豊かな知性，めぐまれた感性を養い，発揮して生きのび，文化を発展

させるための基盤形成が望まれる。

　より効率的な輸送施設と，鉄道沿線沿いの住民が，緑豊かな郷土の森一　生きているフィルタ

ーgreen　filter一．を通して共存し，共に発展してゆけるような，本物の環境保金林の形成こそ，

．占くて，実はもっと新しい環境創造である。

　橋原・三沢地区の地域住民の生存環境の創造，さらに発展させるための，小面積でも我が国の

瞬鉄が新しい時代に先がけて，はじめて生態学的，植物社会学的な研究成果を基礎に計口lll・実施

を予定している本格的な環境保全林の形蔵が着実に実行されるよう期待したい。地域住民の側か

らも，折角，羅鉄サイドとの長い折衝の結果得られた，新しい線路沿いの，かけがえのない空問を

目前の便利さだけにとらわれた安易な利用だけでなく，多少の我慢を強いられても時聞と共によ

り多様な環境保全機能が果たせる国鉄線路沿いの境界環境保づこ林，すなわち郷土の森づくりに正し

い理解と積極的な協力をお願いしたい。

　また平谷選評埼も長野県下ではじめ’て計纐・実施される郷土の森，鉄道沿線境雰環境保全1木の

形成を行政的に指導し，さらに下上の森の輪を市域金体に広める努力を期待したい。

　最後にこの調査研究に際して，現地植生調査，および取りまとめにあたり協力いただいた横浜

国立大学環境科学研究センター，奥旧重俊助教授はじめ，弦牧久仁子，箕輪隆一，黒沢達行の各

氏に御礼申し上げる。また現地調査に際して多大な便宜をはかって下さった「灘失岐阜二1二事：局環境

室，団長野工事事務1ヲfの皆様に謝意を表したい。
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摘 要

　長野県岡谷市の橋原・三沢地区の住宅地内を，建設される鴎失中央本線の新線が通過する。こ

の新線建設にともない，新線沿線沿いの防音，防災等の機能的な効果と会わせ，積極的に沿線市民

の持続的な生存環境，豊かな生活環境の創造を目的とした環境保金林の形成が計画されている。

　本報では，橋原・．三沢地区の潜在自然植生の考察に合わせ，周辺地域で実際，植栽，生育して

いる樹種の調査を社寺林（Tab．！参照），入家の庭，垣根（Tab，4参照）についておこなった。

これの客観的な欄生学的調査の結果を基礎に環境保全林の植栽樹種の検討をおこなった。

　また，・1三に群落の階／薙構造を基準に緑圭磁の機能的効果度（Tab．2，　Fig．2）を設定し，鉄道環

境保全林形成に対しては，この機能的効果度のもっとも高い4層以上の群落階層をもつ高木林の

緑地を棊本にすることが提案された、

　環境保金緑地の形態としてマント群落とソデ群落を兼ね備えた多層構造の樹林の基本型とし

て，ピラミッド型，逆U露語，台形型の三つの形態（Fig．4，参照）が提示された。鉄道線路沿

いの境界環境保金林の形成は，場所に応じて，狭い場所にはピラミッド型が，爾積に余裕がある

場合には台形型とそれぞれ使い分けられる。

　植栽ノ」’法として，成木植栽型，樹木植栽型および双方の混植型の∴型式（Fig，10参liのが提示

され，溶血・孟沢地区の鉄道沿線沿い境界環境保全林の形成には，完成までに3～5年の時間が

かかっても，ポット苗を主とした苗本植栽型がもっとも理想的であると結論された。必要に応じ

て混合型も隈られた場所では推められる。従来の急速造成に好んで行われた成木型は活着率が低

く，かえって安定した多層構造の環境街冷林の形成には時闇がかかる。したがって，鉄道沿線環境

保金林の形成には，外来種の導入に次いで甥題が残る。
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                              Zusammenfassung

          Grttnplanung fUr Umweltschutzw51der auf Japanjsehen

             Staatlichen Eisenbahn (Japanese Nationa! Railway)

                des Nashihara . Misawa-Bezirks (Mittel-Japan)

                                   Heft 2

                                     VOII

                      Akira IVIIYAWAKI tmd Yasushi SASAKI

  In den Bezirl<en Hashihara, Misawa, in der Stadt Okaya (Prafektur Nagano) ist von

der Staatlichen Japanischen Eisenbahn ein neues Teilstticl< der Chuo-Hauptlinie gebaut

worden. Es ist geplant, entlang dieser neuen Strecke Umweltschutzwalder anzulegen,

um gegen Larm zu schtltzen, Unglticl<sfaile verhUten zLt helfen und uin Einwohnern

entlang cler neuen Linie auf die Dauer eine Existenz in gesLmder Umwelt zn erinbglichen.

  Hierzu wurden zuntichst au3er deir potentiellen nat"rlichen Vegetation in den Bezirl<en

Hashihara, Misawa auch die heute in der Umgebung cler neuen Trasse real wahhsenden

Geh61ze der Walder um clie Shintoschreine und die buddhistischen Tempel (Tab. 3), der

Hofwalder und der I-Iecken (Tab. 4) im Gelande studiert. Auf Grund dieser objektiven

vegetationsl<undlichen Daten wurden die geeigneten Bepfianzungsweisen ausgewahlt.

  Als Ma.R..stab fUr den WirkLtngsgrad wurde die Struktur, der Schichtenaufbati der

Pflanzengesellschaften bestmmt (vgl. Tab. 1). Danach wurden ais beste zuktinftige

UmweltschLttwalder ftlr Eisenbahnen hocli- tmd dichtwtichsige, vielschichtige Wtilder mit

dichten Mantel-- und Saumgesellschaften vorgeschlagen.

  3 Grundtypen von Grttnflachen entlang der Strecken mit folgenden Querschnitten wer-

den empfohlen: pyramidenf6rinig, umgekehrt U-fdrianig oder trapezfbrmig (Fig. 4･). Ftir

schmale Fl2chen ist der pyramideiltyp geeignet, fttr breite Flachen der Trapeztyp, ftir

mittlere der Typ des umgekehrt U--f6･rmigen Grdnwalles.

  Folgende Pflanzmethoden sind mOglich:

1. Einzelne wachsene BtiLime we]rden umgepflanzt.

2. Jnugpflanzen hochwGchsiger Arten werden dicht eingepflanzt.

3. Schon hohe Baume werden initspater hochwttchsigen Jungpflanzen gemischteinge-

   bracht.

  Obwohl bis zum vollentwickejten Zustand der Grenzumweltschutzwa]der entjang der
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Bahnlinien 5-10 Jahre vergehen, ist es am gifnatigsten, junge Pflanzen von standortge-

m2Ben und halbwtichsigen Arten zu verwenden. Diese mUssen in T6pfen kultiviert sein

und sollen an Ort und Stelle aus diesen entnommen uncl in clichten Verbend einge-

Rflanzt werden. Nech Bedarf k6nnen auch stellenweise Jungpflenzen mit einige bereits

gr6Beren Baumen in Mischung gepflenzt werden.

  Die bisher ttbliche Weise, um einer raschen Begrttnting willen einzelne gro+R.e Bauine

einzubringen, ist nicht erwifnscht. Hierbei itberlebt nur ein geringer Prozentsatz von

Bauinen, weil sie leicht durch SturiTi vernichtet werden. Das Problem der Stabilisie-

rung der Hange ist dLtrch die Einftthrnug von Standortsfremden Baumaten nichtzu

bewaltigen.
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S1罰ilax　めiflora　var．

Athyrium　conilii

初糸最打撲頁

植栽木

その他の種群
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ナギナタコウンユ　K一÷，　i餓　8．　Deuもzia　crenaもa
　　　　　　　　　　　　　　　
K一乎，Asplenium　ir｝cisu期i・ラノオシダK一ち

Rhod◎den（孟r◎r｝kae鵬pfer主ヤマツツジ　B2一ナ㌻

Hhodode汎dron　japonicu龍1レンゲツツジ　S一÷，

nipponica　ミヤ＝コ→ドサ　　　K一÷ラ　Ca王a醗agrostis

Leptoru田ohra　mi（鎚eliana　ナライシダK一÷，
蕪ydrangea　hirta　コアジサイ　S一＋，

フクオウソウ　K一÷，

in　11．

B1一ま，　Orixa　japonicaコクサギ　S一＋，

出現一．．一囲の種Auβerdem　3e　e加mal　in　Aufn・　Nr。　i　3Acer磁ono　var．a瓢big照醐一ニイタヤBま一！，衆o＄a鵬ulもifloraノイバラ　S一ち

Aca捻もhopa職ax　＄ieboldianus　ウコギ　 S一＋ラ　S℃aphylea　bu㎜aldaミツ．バウツギS一＋，　Acer　craもaegi£01三u搬　ウリカエデ　 S一÷㌻

Vitis　ficifolia　var．　lobataエビヅルS一＋，　Acer　mono　var。擶armoraも篠mエンコウカエデS一÷，　K：一牽，　Aca．n七hopanax　spinosus

ヤコウコギS幅÷弊S撚ilax　ripariaシオデ　S一ちRubus　pa1踏aもus　var。　coρもop熱yllu＄モミジイチゴ　S鳳＋，　Cimicifuga　si㎜Plex
サラシナシ鷺ウマ　K一＋雪Sanic縫1a　chir｝ensisウマノミッバK一牽，工mpa℃ie紅s　n◎U－ta．れgereキッリフネKl一㍉Viola　hondoensis

アオイスミレ　K：一÷，Gεし1i“搬japoaicu撚クルマムグラK一＋，　Rhus　ambiguaツタウルシ　K一ち　Chlorar｝thu＄　＄orratusフタリシズカ　K一÷，

Disp◎rum＄m三lacir搬㎜var。　ra脇osu騰エダウチチコユリK一＋，　Carex　siderostic℃aタガネ．ソワ　K一＋警Vio工a　se工kirkiiミヤマスミレK：一＋，

i捻2．Dioscorea℃okoro　トコロ　S一＋，　P哉rもhenocissus　tricuspidata　ナツヅタ　S一＋，更）uonymu＄ala宅嫉sニシキギ　S一＋，
Anlpel◎psis　brevipedur主culaもaノブドウS一÷，　Dryopもeris　u葺iformisオクマワラビK一乎，　De礁n＄宅aed七ia　hirsu℃a．イヌシダK一＋，

A＄pleniu狙i捻ci＄u鵬トラノオシダKl一㍉Carex　cor｝icaヒメカンスゲ　K尋，泌。　Aescu短s　turbi玲aもa　トチノキ　B2一勾inな。

Acer　pal田a七um　var。ρal膿a宅umイロハモミジ　B2一ちActinidia　polyga雪naマタタビ　S一ちVitis　flexuosaサンカクヅルS一㍉
Des凱odium　oldhamiiフジカンゾウ　K一÷，　Dryopもer三＄浬acera．クマワラビK一＋，　Achyr哉n七hes　fauriei　ヒナタイノコツ｝K一＋りPilea

mo餓golicaアオミズ　K一＋，並。　Viola　keiskei　var。　keiskei　for醗a　okuboiケマルバスミレK一ちPolygor｝um　thur痴ergii
ミゾソバ　K一÷ラDe＄凱odi税m　oxyphyllu揃ヌスビトハギK一＋，　in　6・Carpinusも＄chonoskiiイヌシデB1－2g　Carpinus　laxiflora

アカシデ　B2一ちClerode聡drum毛richoもomu鵜クサギ　S一÷L主塗＿ヱ・Rubus　microphyllusニガィチゴ　S叶3　Youngia　de聡七icula℃a
ヤクシソウ　K噛＋，Vio王a茎）hal＆crocarpaアカネスミレ　K一＋，　Poもentil工a　freyuiar主a　ミツバツチク、ナK一＋，£lshol七zia　ciliata
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　「　“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Soli（蓬ag◎　virga－aurea　var。

　　　　　　DiSPQru搬＄臓i王acinu磁チゴユリ

SpUriOpimpinella　CalyCinaカノッメソウ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慧】．搬U＄　davi（ミia

ウツギ　S一＋，Poncirus　trぜoliataカラタチS一÷，　Diarrhena　Jaρonエcaタツノヒゲ

Aralia　corda七aウド　K一牽，　in　9。工suga　sieboldiiッガ　B1－1，　S一＋，

Ligustru搬tschonos至diミヤマイボタS一＋ラViburnu㎜（1i王aもatun圭ガマズミ　　S一＋，

Corylus　sieboldianaツノハシバミS一や，赫agnolia　obova七a　ホウ．ノキ　　S一÷，　Sasa
　aru捻dinacea　var。　brachyもricha　ノガ、フヤヌ・K：一＋，　Viola　verecu脆da　ツボスミレK一÷，

Liparis　kumokiriクモキリソウKl一＋，　in　10。　Bet鷺la揃axi朧owiczia雛aウダイカンバ　B1－！，

　　　　　　　　　　　　　　　　asia℃icaアキノキリンソウK一ナラP「enant熱es　acerifo工ia

　　　　K：一ち　Smilax　rlipPonicaタチシオデ　K一ち　Sasa＄enanen＄isクマイザサ　K：一÷，

　　　　K一乎，Boeh搬eria　tricuspisアカソ　K一乎，　Acer　rufiれervaウリハダカエデ
　　　　　　　　擁a　var＠　ja峯）◎れicaハルニレ　S一÷，　Quercus　a王鼠enaナラガシワ　　S一＋9


